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 要  旨 
■背景 
超高齢社会、医療財政危機、絶対的医師不足、また医学の高度化・細分化といったことを背景
として、医療分野情報化の必要性が一連の国家的 IT 戦略（e-Japan 戦略～i-Japan 戦略 2015）
において、再三にわたり強調されている。現状では、病院内における医事会計、オーダエントリ、
電子カルテシステム、また地域の診療所と病院をつなぐ病診連携システムといった、やや局所的
で効率化を重視したベンダー主導の IT化が行われてきた。医療情報学においては「医療の標準化」
をもたらす EHR（Electronic Health Record）の構築が緊急の課題とされ、電子カルテを地域で
共有するといった、やはり医療機関側の研究が多く行われている。一方で日本でも医薬分業の進
展に伴い、医業と双頭をなす薬業、つまり薬局や薬剤師といった医療者の重要性が言われるよう
になっているが、薬局側の情報化の理論やあり方に関する研究はまだ少ない。 
■目的 
薬局およびそこに従事する薬剤師に関する情報化のあり方を明らかにする。 
■方法 
 文献調査により、次のように進めた。まず日本の医療の根本的転回を認識し、そこでの患者中
心の医療に対する考え方を確立し、研究の軸足とした。そして、これまでの薬局、これからの薬
局の機能や役割を整理した上で、それぞれの姿に対する情報化の関わりについて、国家的医療情
報化戦略に沿う形で論じた。 
■結論 
 Inter-disciplinary teamとしての医薬分業においては、処方箋の電子化により患者の主体性が
刺激され、それは面分業という形でそのチーム医療の形成を支援するものであった。そして
Trans-disciplinary teamの一員としてのコミュニティファーマシーは、その専門性からくる健康
食品や OTC 医薬品の購買情報、また専門外にオーバーラップする部分ではフィジカルアセスメ
ントや生活アセスメント情報を PHR（どこでもMY病院）や地域 EHR（シームレスな地域医療
連携ネットワーク）に提供できることが分かり、全面的医療情報システムを媒介し、やはり患者
主体性のエンパワーやアドボカシーという観点で貢献できることが分かった。 
 
